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回 答 者 数 1183 人

男 506 42.8% ～10代 26 2.2%
女 612 51.7% 20代 83 7.0%
その他 17 1.4% 30代 182 15.4%

未回答 48 4.1% 40代 293 24.8%

50代 284 24.0%

60代 180 15.2%

会社員 421 35.6% 70代以上 135 11.4%
自営・自由業 60 5.1%
パート・アルバイト 199 16.8%
公務員 70 5.9% 中央区 257 21.7%
学生 44 3.7% 花見川区 166 14.0%
専業主婦・主夫 189 16.0% 稲毛区 185 15.6%
無職 169 14.3% 若葉区 120 10.1%
その他 31 2.6% 緑区 161 13.6%

美浜区 256 21.6%

市外 38 3.2%
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職　業
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調査名

調査期間

回答者数

概要：

参考ＵＲＬ

Q1：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
知っていた（意味も知っていた） 1060 89.6%
知っていた（意味は知らなかった） 60 5.1%
知らなかった 63 5.3%

Q2：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
思う 388 32.8%
どちらかと言えば思う 665 56.2%
どちらかと言えば思わない　→Q4へ 98 8.3%
思わない　→Q4へ 32 2.7%

はじめに、「LGBT」ついてお聞きします。

「LGBT※」または「性的少数者（性的マイノリティ）」という言葉（両方またはどちらか一方）を知って
いましたか。
※レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェ
ンダー（性同一性障害などで、心と体の性が一致しない人など）の頭文字をとった言葉で、性的少
数者の総称の一つです。

https://www.city.chiba.jp/hokenfukushi/kenkofukushi/hokatsucare/endingsupport.html

2020年度 第11回

「LGBT（性的少数者）」「終活」

2021年2月1日（月）午前10時 ～ 10日（水）午後 5時

1「LGBT（性的少数者）」
本市は、「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」会場都市として、LGBTなどの方も不自
由なく競技に参加し、観戦できる環境づくりが必要と考え、LGBTへのより一層の理解促進や支援
に向けた取り組みを行っております。また、すべての市民が個人として尊重される社会の実現の
ため、「千葉市パートナーシップ宣誓制度」を実施しております。
LGBTやパートナーシップ宣誓制度についての考えをお聞かせいただき、今後の施策の参考とさ
せていただきます。

2「終活」
「終活」とは人生の終わりに備え、最期まで人生を有意義に送るために、あらかじめ準備をしておく
ことです。「終活」について皆様のご意見をお聞かせいただき、今後の施策の参考とさせていただ
きます。

https://www.city.chiba.jp/shimin/seikatsubunka/danjo/lgbt.html

※割合（％）は、小数点第2位以下四捨五入のため、割合の合計が100％にならない場合があります。
※複数回答の割合（％）は、各設問の対象者数を基数（ｎ）としているため、割合の合計が100％を超える場合があります。

1183人

現在の社会は、LGBTの方々にとって、偏見や差別などの人権侵害により生活しづらい社会だと
思いますか。
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Q3： そう思う理由は何ですか。

（いくつでも） [n=1053]
いじめ（悪口、いやがらせなど）を受ける 583 55.4%
自らが認識する性とは異なる性のふるまい（服装、言葉遣いなど）を強要さ
れる

617 58.6%

性別で区分された設備（トイレなど）を使いづらい 717 68.1%
申請書などへの性別の記入 540 51.3%
家族、友人などに相談相手がいない 344 32.7%
周囲の人の理解が得られない 705 67.0%
相談・情報交換などができるコミュニティスペースがない 229 21.7%
就職、仕事、待遇などで不利・不当な扱いを受ける 455 43.2%
同性のパートナーとの関係を認めてもらえない 498 47.3%
住宅を借りづらい 229 21.7%
法整備などが不十分 430 40.8%
行政機関などの相談・支援体制が不十分 312 29.6%
その他 14 1.3%

Q4：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
思う 204 17.2%
どちらかと言えば思う 741 62.6%
どちらかと言えば思わない 193 16.3%
思わない 45 3.8%

Q5：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
できる 673 56.9%
できない 54 4.6%
わからない 456 38.5%

Q6：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
できる 770 65.1%
できない 44 3.7%
わからない 369 31.2%

Q7：

（いくつでも） [n=1183]
行政による制度や環境の整備 743 62.8%
法律や条例による差別の禁止 559 47.3%
専門相談窓口の設置 399 33.7%
コミュニティスペースの設置 239 20.2%
イベントや講座による理解の促進 327 27.6%
啓発パンフレットの配布 222 18.8%
教育現場での啓発活動 706 59.7%
何もする必要はない 63 5.3%
わからない 83 7.0%
その他 39 3.3%
未回答 11 0.9%

Q8：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
知っていた 89 7.5%
知らなかった 1094 92.5%

LGBTに関する社会的な意識が高まっていると思いますか。
（例：様々な自治体の動き、理解促進のための講演会、当事者のパレード、企業の顧客や従業員
への配慮などを見聞きすることが増えたなど）

身近な方（家族、友人など）がLGBTだった場合、あなたはこれまでと変わりなく接することができま
すか。（ご自身がLGBTである方もお答えください。）

学校や職場内の人がLGBTだった場合、あなたはこれまでと変わりなく接することができますか。
（ご自身がLGBTである方もお答えください。）

LGBTの方々が生活しやすい社会になるためには、どのような取り組みが必要だと思いますか。

本市で実施している「LGBT電話相談※」を知っていましたか。
※毎月第3日曜日の14時～18時に受け付けている、LGBTの方とその周囲の方からの相談に応じ
る電話窓口
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Q9：

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
知っていた 529 44.7%
知らなかった 654 55.3%

Q10： LGBTやパートナーシップ宣誓制度に関して、お考えをお聞かせください。

（自由記述） [n=1183]
回答　　※7ページ参照 510 43.1%
未回答 673 56.9%

Q11： 次に「終活」についてお聞きします。

あなたの世帯構成は、次のうちどれですか？
（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
一人暮らし 114 9.6%
配偶者との二人暮らし 343 29.0%
配偶者以外との二人暮らし（親子やパートナーなど） 222 18.8%
その他 504 42.6%

Q12： 今までにご自身や家族の終活について話し合ったことがありますか。

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
ある 434 36.7%
ない 749 63.3%

Q13： 終活について興味がありますか。

（1つだけ）（入力必須） [n=1183]
大いにある 422 35.7%
少しある 464 39.2%
どちらともいえない 150 12.7%
あまりない 88 7.4%
全くない 59 5.0%

Q14：

（いくつでも）（入力必須） [n=1183]
エンディングノート※ 583 49.3%
遺言書 468 39.6%
遺品（家財）整理 717 60.6%
相続 512 43.3%
葬儀・納骨 500 42.3%
お墓の準備 310 26.2%
墓終い（はかじまい） 273 23.1%
人生の最終段階（終末期）の医療の意思表示（事前指示書の作成） 602 50.9%
成年後見制度 155 13.1%
特になし 96 8.1%

本市で実施している「パートナーシップ宣誓制度※」を知っていましたか。
※同性・異性を問わず、互いを人生のパートナーとする二人が宣誓を行い、市がその宣誓を証明
する制度

終活について関心があるものは、次のうちどれですか。
【選択肢補足】
※自分の人生を振り返り、医療や介護、お葬式、遺産相続など、先々の不安について考えを整理
して、大切な人に伝えるものです。

3 ページ



Q15：

（いくつでも）（入力必須） [n=1183]
エンディングノートの作成 123 10.4%
遺影の撮影 47 4.0%
遺言書の作成 48 4.1%
葬儀の生前契約（相談を含む） 49 4.1%
お墓の見学や契約 75 6.3%
墓終いの相談 41 3.5%
遺品（家財）整理の相談 95 8.0%
相続についての相談 104 8.8%
成年後見制度の相談・申立て 13 1.1%
人生の最終段階（終末期）医療の意思表示（事前指示書の作成） 98 8.3%
特になし 782 66.1%

Q16：

（いくつでも）（入力必須） [n=1183]
日常生活全般 549 46.4%
健康 788 66.6%
認知症（認知機能の低下） 758 64.1%
生活費や預貯金などの金銭管理 616 52.1%
日常生活上の各種手続き 368 31.1%
入院時の手続き 235 19.9%
施設入所の手続き 293 24.8%
お墓の管理 260 22.0%
葬儀や納骨 257 21.7%
家族との関わり 255 21.6%
近所付き合い 111 9.4%
電子機器の操作 140 11.8%
移動手段 276 23.3%
老後の資産管理 329 27.8%
その他 31 2.6%
特になし 76 6.4%

Q17： 終活について、どのような支援やサービスがあると安心できますか。

（3つまで）（入力必須） [n=1183]
終活についての相談支援 555 46.9%
終活についての情報提供（講演会など） 410 34.7%
葬儀・納骨の生前契約支援 358 30.3%
見守り（安否確認）支援 614 51.9%
遺言書の預かりサービス 293 24.8%
その他（　　　　　）　　※5ページ参照 50 4.2%

ご自身やご家族の終活について実際に行っていることは、次のうちどれですか。

ご自身やご家族の老後について、不安に感じること、気になっていることはありますか。
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Q17： 終活について、どのような支援やサービスがあると安心できますか。

・ わからない（4件）

・ 特にない（4件）

・

話す人・聞く人、双方の利益として、物語の保全。高齢者の方々の思い出の中には尊く得難い
様々な『技』の記憶と手法があります。しかしそのほとんどは、自分の力で何かを行うことをしな
いのが進化と信じて疑わない社会の中でまるで無価値かのように扱われ、継承の場をなくして
います。社会がこれだけ急激に変容してゆく中で、高齢者の方々の記憶の中の物語と技の保全
は、必要火急な作業でもあり救いの書になるかとわたしは思います。

・

現在、グループホームの管理者をしています。あんしんさんに相談する環境はありますが、どう
しても医療・福祉に偏った情報提供になりがちです。ケアマネもそれぞれ各事業所にいますが、
介護以外の人生の終末に関わる知識は乏しいと考えます。医療・福祉だけに偏らない高齢者全
般の相談にのれるような窓口やサービスがあると良いと思います。

・

飼っているペットのもしもの時の後見人や保護施設の紹介、手続きの代行。飼っている方が施
設に入られたり倒れられた時に、身寄りがない方で、ペットを受け入れ先もなく外に放り出され
たり、保健所に連れて行かれたり、自宅に閉じ込められたまま餓死してしまうなど、悲惨な事が
多いので。

・
公証役場での遺言書作成のための補助金。結構お金がかかるので、死後、数万円を自治体に
寄付することで、公証の遺言書作成時に補助金が出るようなサービスがあれば、利用する人が
増えるのでは。必要時、すぐに入所できる介護施設の紹介サービス。

・
すでにエンディングノートは作成済みだし子供達には相続の話もして、お墓もすでに手配済みな
ので、（女房が亡くなっているので）急病時や突然死の時アクションが取れないので、この点だけ
が悩みの種。

・
近年、災害が増えているので、高齢者に限らず、家族が死去することへの備えが必要だと思い
ます。高齢者に限らず、若い世代の家族へも、どんな備えが必要なのか啓発してもらいたいで
す。

・
行政側からこまめなわかりやすい案内を投げかけて欲しい。申請主義や、webでの情報は高齢
になると無理です。郵便、テレビ、ラジオなどの手段がまだまだ効果を発揮すると思います。

・
遺言書の書き方教室の開催。実際に作成されるまで面倒を見てくれる教室が欲しい。教室に集
まった人達の意見交換会を開催し、もっといい方法がないかの情報収集の場になると良い。

・
入院をする際に席が入っていないパートナーがいても入院手続きがやり辛いと聞きました。入籍
していなくてもパートナーに手続き等がスムーズに出来る様になって欲しいです。

・
独身で家族がいない場合、入院準備や、保険などの手続き、身の回りのことをやってくれる。40
代ぐらい健康なうちに自然に色々決めておけると安心する。

・
終活したい同士でエンディングノート作成などができる、コミュニティスペースやイベントなど仲間
作りの場があるとよい。

・ かかりつけ医やお寺の住職などと高齢者が、終活について気軽に話せる環境作り。

・ 臓器提供後のエンバーミング加工周知。感染症対策下での葬儀についての不安。

・ 私は無宗教です。散骨についてのガイドラインが明確になることを望んでいます。

・ 終活のコンサルティング（その人に必要なサービスを総合的に提案してくれる）。

・ 日本でも安楽死制度の国会論議を活発化させ、法制化に取り組んでほしい。

・ 認知症などの症状が発症した場合、他人に迷惑が掛からない対応支援。

・ 物忘れ外来の医療機関と連携した青年後見制度の助言。

・ ボランティアや民生委員の活用による、終活の介添。

・ 死前後のことをひとりですべて手配できるサービス。

・ 運転免許の代わりになる無料で利用出来る交通手段。

・ 相続税をかけずに、遺産を相続するアドバイス。

・ 単身老人の人生の終わり方の例などを知りたい。

・ 本人、家族に終活を擬似体験できる場の提供。

・ 支援やサービスは信用出来る方がいますか？

・ どのような支援や相談ができるのかの案内。

・ 健康状態次第で安楽死を選ばせてほしい。

選択肢：その他（　　　　　　　　　）
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・ エンディングノートの配布または、販売。

・ 年金でまかなえるのか。心配。生活費。

・ 家の片付けや荷物の整理および処分。

・ 死後の各種行政手続等。

・ 特に支援はいらない。

・ スムーズな相続支援。

・ 後見人制度について。

・ 不動産寄付制度。

・ ペットについて。

・ 施設入所の斡旋。

・ 尊厳死の尊重。

・ 遺品整理支援。

・ ACPの普及。

・ 身内のケア。

・ 安楽死
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Q10： LGBTやパートナーシップ宣誓制度に関して、お考えをお聞かせください。

・

とても素晴らしい事だと思います。ただ、法的な力を持たないものとお聞きしています。パート
ナーが亡くなられた時、死に際にも立ち会えない、遺品も親族が優先される為にもらえない等、
他にも賃貸が借りられないとも聞きました。
また、社会的振る舞いには千差万別あるかと思います。女性的、男性的というものは高齢の方
から子ども達にまで広く浸透しており、これでなければ正しいのか、違うと扱いが変わってしまう
のではないかと思われがちです。人は生まれながらに平等であり、誰も差別を受けない世の中
になると信じています。根付いた考えも時には必要ですが、この時代だからこそ浮き彫りになっ
た事を少しずつ変えていけたらと思います。
最後に、トイレは職場に多目的も必要です。とても難しい問題かとは思いますが、企業や地方自
治体だけでは無く、私達も問題に立ち会えたらと考えています。

・

私は他の人の性に余りこだわりがないです。例えば男性の田中さん、ではなく、田中さんはお隣
に住んでいて会社員で男性、と言う個に対する情報の1つでしかないため、同姓を好きになった
り、性別が2つ以上存在することに対してあまり疑問を持たずに来ました。
LGBTだから理解しよう！と言うより、個を尊重しようという世の中になる事を望みます。何かに
カテゴライズされることなく、性別も趣向も思考も、個人の情報(個性)の1つ、と自分ではない誰
かを受け入れ認め合える人が増えていけばいいと思います。パートナーシップではなく同性婚
について認められるよう法改正を求めます。
異性間ではなくても子供を産み育てたい人は沢山います。たくさんの家族の形を選択出来るこ
とも、この先の私たちには必要だと思います。

・

自分の身近にはいませんので、平常心でつきあえるかと言うと分かりません。ただ、当事者の
方にとっては、生きづらさが少しでも楽になることが出来ればいいと思います。時代をさかの
ぼって考えると、どんな時代から自分の性別に苦しんできた人たちがいたのかと思います。で
も、男と女の生き方は、子供を産み育てるることに関して、父と母の役割が変わる。子供を産む
女性が、父として子供に接することになる。そんな現実がこれから、今も起こっているのだと思い
ます。どこまで生まれる子供たちが、寛容に自分たちの親を受け入れられて育つことが出来る
のかと思います。社会がどこまで受け入れ態勢をとれるのか、そして、その変化がホントに誰も
が幸せな生き方につながるのかとも思います。

・

すべての人が自分のありのままを認めてもらえるような、優しい社会になってほしいです。子供
のうちから家庭で話したり、学校で習ったり、自然に情報が入ってくる環境が必要だと思います。
特別なことではないんだという感覚を小さいうちから持っていることは、大切なことだと思いま
す。年齢が上になればなるほど、偏見のある方が多いです。昔は今に比べて、目をそらしてきた
ことだと思うので、仕方のないことなのかなと思います。

・

頭では理解できるが、実際に身近に認識している人がいないので、実態がよくわからない。メ
ディアではLGBTに過剰に忖度していると感じることや、逆に公平に扱われていないと感じること
もあり、一括りに語ることができない。奇特なキャラクターとしてではなく一人の人間として公表
する人が増えたら良いと思うし、そのような人が不当な扱いをされない世の中になればいいと思
う。

・

人はそれぞれが違う価値観を持ち、考えも感じ方も違います。それを広く考えるだけの事です。
日本は単民族で村社会だったので同じ価値観を強く求めすぎです。私は当事者ではないけれ
ど、考え方が「普通と違う」と指摘されて非常に不思議に思う事が多いです。それもLGBTの方が
理解を求めるのとかと同じと思います。

・

私は友人かバイなので30年ほど前から当たり前のこととして認識していましたが、夫は未だ嫌
悪感を持った発言をします。友人を否定されているように感じ、聞いていてとても悲しくなるので
都度、訂正をしていますが、一向に改善しません。周りでも、年配の男性に特にその傾向が強
いように感じます。

・

違和感を覚えてしまうのは生物上仕方ないことで、そこからどれだけ短い時間で受け入れられ
るかはメディアなどで身近な存在にどれだけなるか、と言うところだと思います。少し異なります
が、転校生が物珍しいのも友達になるまで、のように当たり前の存在になることが差別を減らす
のかと思います。

・

LGBTQに限らず、多様性を認め合う社会にしていくことが大切だと思います。教育現場だけで
はなく、大人にも意識を浸透させていかないと、次の世代へも差別意識が再生産されそう。NHK
の朝ドラのような、年配の方々への影響がある番組で、悩みが共有できるといいんじゃないで
しょうか。

・
心身がもつ不自由差の理解度は、年代によって大きな差があります。情報公開が当たり前にな
る時代を迎えて、個人が持つハンディは一層相手の立場になって、優しく支えてあげる心構えが
大切な時代です。一人一人が支援する自覚をもつことが大事だと思います。

自由記述

◆理解、差別・偏見に関する意見（101件）
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・
最近若い世代や中年まではLGBTについて知る機会が多くできたが、中年以上の年齢には知識
に触れる機会が少ないと思う。偏見を持つのは（一概には言えないが）大体高齢者なので、シニ
アにもLGBTについてしかっり学んで理解してもらいたいと思う。

・
自分には、考えられないようなことだけど、当事者にとっては、つらいことも、あると思うので、そ
ういう人がつらくないように、当たり前にいるという社会環境を作ってあげることが、大切だと思
う。また、差別する人がいることが、悲しいことだと思う。

・
LGBTの方々はなりたくてLGBTになったのでは必ずしもないと思っています。なので、私は
LGBTの人は何も悪い点はないと理解しています。ただ、(矛盾するようですが)私は、LGBTでは
ないので、同性を好きになるという事は耐え難いです。

・
身近にカミングアウトや該当している方はいませんが、そうした存在が普通で婚姻など男女間と
変わらず認められれば良いと思っています。同性カップルの子育てなども将来的には一般化し
もっと特別養子縁組なども偏見が無くなれば良いなと思っています。

・
昔に比べ徐々にLGBTへの関心や理解は深まっているように思えますがLGBTの方々が差別を
受けず安心して生きていける世の中とはまるでかけ離れています。いつか性別等気にせず
LGBTという言葉も無くなるような世の中になってほしい。

・
LGBTへの理解を率先して行っているように思います。とても素晴らしいことですが、実際はまだ
まだほとんどの人が理解や受け入れをしていないように思います。性別関係なく同じ人間なの
だからオープンに出来る世の中になってほしいです。

・
比較的若い世代はLGBTを理解しようという姿勢を持っている方が多いように思う。しかし私の
親世代(50代以上)はいまだに差別的な意味を持って「LGBT」等の言葉を使用している。比較的
高い年齢の方が偏見を持っているように思う。

・
昭和の時代に比べれば、LGBTに対する考え方は、いい方向になっているとは思うが、日本は
海外に比べて差別意識が高い気がする。自分の考え方だけが正しいような感覚は、捨ててほし
いと思う。世界は広いのだから。

・
条例などで禁止したりイベントや啓発活動などが行われる事で特異にみられ差別につながる可
能性もあり自然に社会に馴染むまではかなりの年月を要すると思われる。でも昔と比べ差別は
格段に減ってきていると感じる。

・
LGBTは男、女があるのと同じことで特別なことではないと浸透していくのが理想だと思う。差別
しないようにとか特別扱いをすることがLGBTは特殊なものと位置付けでしまう可能性もあるの
ではないかと思う。

・
LGBT関係なく、自分は自分として生きるように、その人はその人として生きているということや、
相手を尊重してあげるという認識を世代関係なく持つことで、お互いが生活しやすくなると思い
ます。

・
知人にいるが偏見や嫌悪は全くない。ただ他の人だったら特別な目で見てしまうかもしれない。
本人達の人柄等知っていればその人自身を見るけれど、知らないとその情報が先になってしま
う。

・
知り合いでLGBTの方がいるので以前に調べた事があったので、多少は理解しているつもり。ど
んな人同士がパートナーであっても否定するものではないと思う。(上手く言葉にできないけど)

・
LGBTやパートナーシップ宣誓制度などの定義付けや啓蒙活動がなくとも普通に接しあえる世
の中になると良いと思う。そうなった時に初めて分かりあえる世の中になったと言えるでしょう。

・
人を受け入れる寛容な世の中になって欲しいです。 色眼鏡もなく、性とかでもなく、その人その
人を認めあえるようなことを、わざわざ宣言せずとも、それが普通の事になればいいですね。

・
性の在り方は多様なので、普通じゃない、と差別するのはおかしいと思います。多様なセクシュ
アリティに対してより一層理解を深め、寛容な場を作ることが大事だと考えます。

・
私は古い人間なので推奨はできないが、新しい考えや行動に対しては理解して行かなければな
らない。反対はしないが、それらの人々の妨げになる行動は慎みたい。

・
これからの時代を背負う若い人達に期待するしかないのが現実的だと思うが、年寄り達も意識
して意識しないように切替る努力をしなくてはならないと思っている。

・
LGBTに対する違和感が正直ありますが、段々と受け入れられるような社会や環境になってきた
と思います。私の違和感もいずれは霧消していくものと思います。

・
学校の制服も女性がスラックスを選べる学校が少数ですがあるようになったのは昔に比べて進
歩したように思います。ですがまだ偏見の目は多数あると思います。

・
とてもデリケートな問題です。理解されるにはもう少し時間がかかりそうです。私自身知らなかっ
たので誰もが聞き、見れるような環境になれば良いと思います。

・
LGBTの方々も、表面的には一般的な（外観的な）男女の区別によって生活し、内面的には違う
との意識を持って生活すればよいのではないかと思います。

・
様々な生活でLGBTの方が引け目を感じることは残念なことだと思う。男女カップルと同じように
堂々と権利を享受できるようになるとよいと思う。

・
性に関係なく、一人一人の人権を重視する社会を築くべきだ。どのような人も人間として大切に
される社会・人間として生きやすい社会を築くべきだ。

・
LGBTについて差別をしないのなら、行政の制度とか不要と思う。しいていうならば、その方々が
穏やかに日常を送れるようになればいいなと思う。
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・
私自身よく知らずにいたが、ここ数年で理解が深まったと思う。LGBTであろうとなかろうと、無理
せず生きられる社会に成長していってほしい。

・
LGBについては、個人の性的好みだと感じますが、Tについては社会の理解、仕組みが必要で
す。本人が生きやすい環境を作るべきだと思います。

・
自分の周りには該当する人が知る限りいないのでイメージしにくいけれど、トピックに挙がること
でより生きやすい社会になれるならいいと思う。

・
人として尊重出来る、し合えるようになってほしい。認めて「あげる」のではなく、「受け止めてほ
しい」わけでもない。ただ、生きているだけ。

・
LGBTやその枠にも当てはまらない人を特別なことだと思わず、「そういう人もいるよ」と普通に認
識できる世の中になればいいと思います。

・
昔に比べれば今は幾らか知られるようになってきており活動できるがとは言ってもまだまだ自由
に行動できないのが現状なのでは？

・
全ての方が平等に生活できるように、偏見を無くす努力をしなければならないとおもう。本人の
責任ではないと考える。

・
過渡期なので仕方ないことだが、わざわざLGBTという言葉を用いて特別視することが早くなくな
れば良いと思う。

・
もっと認識されるべきだと思う。どんな人も差別なく受け入れる広い心を千葉市民には持っても
らいたいし期待したい。

・
社会的理解が得られて、問題に取り上げる必要がない様な自由な社会になる日が来ることを
願っております。

・
私はLGBTではないので気持ちがよく分かりませんが、１つの個性として受け入れるべきだと思
います。

・
差別を解消しようとする意見があるのはよいが、治療についての議論がないのが不思議で理解
できない。

・
全国で未だに住居を借りづらい、病気で最期に看取れないなどの制約があるのはおかしいと思
います。

・
10年前と比べれば、だいぶ変化はあると思いますが、海外と比べれば、問題は山積みだと思い
ます。

・
理解をするには難しいと思いますが、こちら側の理解が問題の解決には欠かせないと思いま
す。

・ 偏見、差別の無いようにすることが一番の解決策だと思う。皆んなが皆んな同じでは無いので。

・ LGBTは人類にとって病気であり、治す努力が必要。病気だから差別はあってはならないが。

・ 人間なんてたかが100年くらいしか生きられないのだから好きに生きたいじゃありませんか。

・ 身近に居ないのでわからないが、一度の人生なので生きやすい環境作りは必要だと思う。

・ LGBTは私自身は理解し辛いが、個人の自由が尊重されるのは良いことだと思います。

・ 性によって、その人が変わるわけではないので、そのままを見れる社会がいい。

・ 著名人のカミングアウトや、LGBTの方の活躍で、偏見が減っていると思う。

・ LGBTという言葉が無くなるくらい普通のことにいつかなれば良いと願う。

・ LGBTが特殊なものとして認識されないような社会実現を望んでいます。

・ 周囲の反応が分からないことが、本人たちの不安に繋がっていると思う。

・ ハンディキャッパーと共通することだが『みんな違ってみいんな良い』。

・ 表面的なことでは何も解決しない。時間と時代の流れが解決する。

・ とにかく、社会的に差別、誹謗中傷されることがあってはならない。

・ 時代の流れを反映して受け入れる感性を養っていかなければと思う。

・ 偏見が無くなり誰もが生活しやすい社会であれば良いと思います。

・ 法に縛られることなく、お互いの理解があればそれで良いと思う。

・ 差別をなくすのに良い取り組み。これからの教育、法整備が必要。

・ 人それぞれの特性を、理解、容認する社会の実現が望まれます。

・ 同性、異性を問わず、誰もが暮らしやすい社会になってほしい。

・ 時間はかかると、思いますが、今後、理解は進むと思います。

・ 誰でも自由に生きる権利があるので、差別はなくしてほしい。
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・ 差別や偏見はなくすべきですが、行き過ぎないようにすべき。

・ 誰もが多様性を尊重する余裕のある日本人になってほしい。

・ 性別関係なく働ける環境作りと周りの理解が必要だと思う。

・ 人が自分らしく生きられる世の中は社会の基本だと思う。

・ 他人を受け入れできる世の中になればよいと思います。

・ 何人も考え方や生き方を他人に侵害されてはならない。

・ これからは認めて行かなければならないと思います。

・ 多様性を認めることは必要なので良いことだと思う。

・ 差別や偏見を無くしていかなければいけないと思う。

・ 声を上げやすい、差別のない社会になってほしい。

・ 生きづらさを感じる人がひとりでも減ってほしい。

・ 人それぞれなので、色んな人がいて良いと思う。

・ 気持ちの柔軟性が求められていると思います。

・ 社会の受容性を高めることも大切と思います。

・ 個人の性的嗜好だから、その人の自由である。

・ もっとどこの企業も理解を深めていくべき。

・ 自由に行動出来ると安心出来ると思います。

・ 人としての偏見を無くすべき 人権尊重。

・ いろいろな多様性があっていいと思う。

・ 一人の人間として尊重すれば良いだけ。

・ 偏見が無くなればいいなと思います。

・ 平等な社会になれば良いと思います。

・ 色々本人の自由でいいと思う。

・ 企業の理解が圧倒的に低い。

・ 人権を尊重した社会の実現。

・ 個人の尊厳と社会的調和。

・ もっと偏見をなくしたい。

・ 関心が高まったと思う。

・ 良い傾向だと思います。

・ 理解。

・
周りの理解が絶対的に必要だと思う。興味がある人は調べるだろうけど、興味のない人はずっ
と知らないまま。働きかけるなら、興味のない人に対して有効なやり方を重点的にやるべきだと
思う。

・
当事者やそれに近しい人でないとでないとなかなか知る機会の無いものという認識。なのでま
ず多くの人に認知をして貰えるような取り組みが大切なのかなと考えました。

・
LGBTというのは人間の種類の名前ではなく、社会運動のチーム名です。その歴史から理解を
深める機会がもっと多くあるべきと考えます。

・
以前より一般に理解されるようになったとは思うが、具体的にどんなことでも困っているのかわ
からないことも多い。情報を！

・
LGBTの理解促進には、自治体、教育機関、企業が中心となって啓蒙活動を推進する必要性が
大いにあると思います。

・
先進的で良い制度だと思いますが、より広報活動を継続して市民の理解共感を受ける活動も必
要だと思います。

◆周知啓発に関する意見（33件）
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・
海外の取り組みをアナウンスする。ご本人の考え方を知る機会を多く作る。社会の、啓蒙が必
要と思います。

・
年配の人ほど理解がない。教員も理解がない人がほとんどです。講演会など、積極的に開催し
てください。

・
LGBTやパートナーシップ宣誓制度の啓蒙を図り、市民に制度の浸透をより図るべきと考えま
す。

・ 社会一般の中での啓蒙が不可欠。浸透度に均霑した市制の対応が受け入れやすい。

・ 必要な事。だが認知度が低いと思う。もう少し促進活動を行なった方がいいと思う。

・ 千葉市民が正当な認識をもてるように、広報活動により力をいれてください。

・ もっと市民に理解していただく為、よりいっそうの広報活動をお願いします。

・ まずは、幅広い年齢層に周知するための広報活動が大切かと思います。

・ もっと知ってもらえる状態になるとみんなが住みやすいと思います。

・ 最近は大分知られるようにはなってきたがまだまだだと思います。

・ テレビ等で割と広まった感じがする。現状でいいと思います。

・ 積極的に広く、制度についてアピールしていくべきだと思う。

・ あまり認知されてないのでもっと大々的に広めて欲しい。

・ 積極的に推進していく必要があると思います。

・ 積極的に推進していく必要があると思います。

・ 市報などで繰り返し周知したほうがいい。

・ 定期的に周知した方がよいと思います。

・ 一般認知度を高める必要がある。

・ もっともっと周知して欲しい。

・ 広報・PRが不足している。

・ もっと広く知らせるべき。

・ 広く広報活動して下さい。

・ 広報活動の強化が必要。

・ もっとPRが必要。

・ 広く拡めてほしい。

・ PR活動が必要。

・ 周知不足。

・

近年、パートナーという関係も、多様である。結婚する者達、籍は入れないけれど一緒に暮らす
者達。人によって"どうあるべきか"という考えが異なるのは当たり前のことで、そこには衝突も
生まれうる。この制度があることで、多様であることが許され、周りから認められる関係と受け取
ることが出来る。しかし、この制度ができる前からLGBTは一定数存在していた。わざわざ制度
等を作らなくても人は自分の性を貫けば良い。望みは、パートナーとの関係を認められることな
のだろうか。もし、自分の性を堂々と主張できないことが問題であると考えると、我々すべきこと
は教育なのではないかと思う。人々にLGBTについて知ってもらうことが重要なのではないだろう
か。

・

全ての人が自分らしく生活出来る環境が整って欲しいです。パートナーシップ宣誓制度が実施さ
れている千葉市だからこそ、教育現場など様々な場所でLGBTの啓発活動を行なったり、家庭で
も話し合えるきっかけを作れるように働きかけて欲しいです。LGBTからは話が逸れるかもしれま
せんが、もっと相互の理解が深まったり、自分や周りの人を大切に出来る、ちゃんとした性教育
も行なって欲しいです。そこへのきちんとした知識や理解が深まれば、LGBTへの理解もより深
まるのではないかと思います。

◆教育に関する意見（23件）
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・

LGBT+の子どもたちが学校で孤立しないよう、教職員への指導を徹底するべきと思います。
LGBT+であることは悪いことでも嘲笑されるべきことでもなければ病気でもなく、ごく自然で普通
のことだというメッセージを教育現場で共有し、不当に居場所や尊厳、教育機会を奪われる子ど
もたちの数を少しでも減らしてほしいです。また、差別を受けた場合でも泣き寝入りを強要される
ことがないよう、LGBT+の人々への差別を禁止する条例の制定も望みます。

・

自分の価値観にない部分なので、受け入れるのはなかなか難しい。その方々を受け入れるた
めの気の持ち方を学びたい。まだ先入観のない子どもたちに教育をすることで、受け入れられる
社会を作っていってもらいたい。私も、親世代の頭の固さに困る事があるが、今までの価値観を
変えようとするのは難しいことなので、これからを生きる方々に、寛容な社会を作ってもらいたい
と思う。

・

私の周りの年配の方達は、LGBTに関して理解のない方が殆どです。強い差別感情があるのは
生まれ育った時代だと思います。LGBTは、ご本人も好きでなったわけではないと思うので、や
はり差別を受けるのは辛いだろうと思います。この方達が受け入れられる世の中にするには、
小さい頃からの教育が大事なのだろうと思います。

・

私の周りにはLGBTQの方が数名いるので結婚出来ない辛さなどを聞いたことがあるので、結婚
は無理でもパートナーシップ宣誓制度など千葉市も行っていたことを初めて知って驚いた。もっ
と幼稚園とかくらいからいろんな人がいて、みんな同じなんだと言う事を教えて偏見やイジメが
減って欲しい。

・

LGBTQについてと言うよりも、まず人権について子供の時から教育の場で伝えて行った方が良
いのではないかと思います。パートナーシップ宣誓制度については、内容は良いと思いますが、
宣誓という文言にちょっと違和感があります。当事者の方々の意見を取り入れていっていただき
たいです。

・
今は、性に関して自由になってきているように思う。だからこそ、小さいうちから、男の子だから、
女の子だからといった性別でくくるような話し方はしないことや、性と身体が一致していない人が
いること、そしてそれもそれで一つの性として教えてあげることで偏見差別が減ると思う。

・
LGBTに関わらず、色んな人が色んな考えの基で生きていることを当たり前に考えられる教育が
必要だと思う。大人になってから意識を変えるのは難しいと思うし、親でも教育できない人が居
る。教師も様々な人が居るが、親と違いマニュアルや指導方針が持てる為。

・
ドラマや映画で度々目にすることが多くなってきたため、偏見の目で見ることや差別することなく
それが当たり前の社会になれるように社会全体で認めなければいけないと思う。法や制度、施
設の問題も整えなければいけないし、小学校からの教育が大事だと思う。

・
私は学生の頃友人にLGBTの人がいましたが、身近にいないと偏見等に繋がりやすい気がしま
す。「タンタンタンゴはパパふたり」という絵本がすごく良いです。まずは小さい頃から、こういった
バリエーションに触れられると良いと思います。

・
私の周りにも幼少期からいて、LGBTだけでは当てはまらない方々もいらっしゃると思います。
もっと知っていたら彼ら彼女らの人生の選択肢が拡がったのではと思います。周知にむけてより
具体的な教育をしていただきたい。

・
大変良い事だと思います。差別偏見は大人が子供へ伝えて起きること。まず。教育の場で
LGBT等を正しく教えてください。

・
人に優しい『市』だと思う。このようなことからも子どもたちに差別やいじめについて教えていける
と考えられる。

・
だんだん理解や制度が進んできているとは思う。学校や教育現場ではまだ遅れているように感
じる。

・
LGBTに限らず貧困、ひとり親など差別は多い。学校教育、社会教育、家庭教育の充実が必
要。

・ 学校での教育を充実することで偏見を減らせるのではないかと思います。

・ LGBTという括りだけでなく自分と違う人を認める教育が必要です。

・ 小学生から知識をつけることが大事、偏見をなくしていく。

・ 家族内で幼少期からの教えや行動を理解させて育てる。

・ LGBTは学校などの現場で理解を深める教育が必要。

・ もっと義務教育段階で教育をしていくべきだと思う。

・ 小学生の頃から教育するべきだと思います。

・
全国的にみて一歩進んだ制度だと思うが、更衣室やトイレなどのハード面の整備が追い付いて
いないと思う。

◆設備に関する意見（1件）
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・

外国人の就活に接した時、日本の履歴書と異なり、海外の履歴書・職歴書（CV）には、国籍・年
齢・性別・写真などなく、純粋に学歴と職歴と資格・賞罰等の「職務遂行能力」の機能的な記述
であることを知りました。グローバル標準で見た場合の日本社会の息苦しさはLGBT問題（性別）
だけに限らないと思います。せっかく日本ファンの優秀な外国人留学生が日本で就職して貴重
な戦力になろうという時に、彼らに大きな失望を与えています。加えて中途半端な終身雇用制の
残滓（給与の年齢テーブルなど能力主義でないこと）に嫌気して日本企業を去り、東アジアのラ
イバル国の戦力になってしまっています。20年も前から、世界中の優秀な人材を集め損なって
いる日本の旗艦企業が座礁や沈没している原因のひとつになっていると思います。

・

千葉市のLGBTに関する取組はシンプルでとても良いし、分かりやすいぶん、苦しみを感じてい
る当事者の方々が簡単にかけ込める住み場所になりやすいかもしれないと思います。いつのま
にか世間も、環境問題やLGBTなどの諸対応にも『(みんな)こういうもんなんだな』と流れに乗っ
て、下流へ向かいいずれ大海に出るように数を増やしながら常識が変化していく様がみえて勉
強になります。パートナーシップについても、これからはより本質的に考えていかれる事かと思
い、千葉市に期待感が増しました。ゆるくいつのまにかそんな感じになってた、みたいな対策が
あればたのしいなと思います。

・

LGBTの話題はよく少子高齢化と並べて語られる事があります。私もこの2つに直接的な因果関
係は無いとは思いますが、解決をしなければならない問題の優先度としては圧倒的に少子高齢
化の方が重いと思っているので、そこへのコストのかけ方は行政としてしっかりと線引きをしてい
ただきたいと思っています。
また、性的少数者はなにもLGBTだけに限りません（近親愛・小児性愛等々）。様々な性的少数
者が居る中でLGBTだけが殊更取り上げられていることに強い違和感を覚えています。性的少
数者の問題を解決するのであれば、そこに区別を設けるべきではないと思います。

・

千葉市はとてもLGBTQコミュニティに寄り添っていて千葉市民で良かったといつも思っていま
す。大学の政治経済が専門の教授も、千葉市は進んだ政策を次々に実行する素晴らしい市で
あると講義で取り上げていました。異性愛者同士の結婚と同じように同性結婚も法律として認め
てほしいと心から願っています。また、その他の先進国と同じように、彼らが養子縁組、代理出
産、人口受精などの方法で子どもを授かれるようにしてほしいです。そして、彼らの権利を守る
ために、いじめ、誹謗中傷、アウティングをされた場合の罰則も厳しくしてほしいです。

・

日本人には「マジョリティ以外はふつうではない」「ふつうではないものは隠さなければならない」
という心理なので、浸透するには時間がかかると思います。海外ではLGBTの方はふつうにい
て、ふつうに接していました。国民性のちがいですね。LGBTの方々が認められる、これはすばら
しいことですが、行政がなぜ急にスポットライトを当てるようになったのかちょっと疑問です。
LGBTであるかどうかにかかわらず、すべての市民が不便に感じる諸々の行政サービスをまず
解消していただきたいと個人的には思います。

・

パートナーシップも取り組みとしては素晴らしいが出来れば誰もが性別関係なく好きな人と入籍
も出来る世の中になってほしい。友人にもレズビアンやトランスジェンダーはいるが皆30代にな
り周りの友人が、入籍や出産が続いていくなか自分達だけが周りと同じような、夫婦になれない
ことに悩んでいる。自分の息子が将来LGBTだと、もしカミングアウトされたらなど、時々夫婦で
話します。将来はカミングアウトの言葉がなくなりますように。みんなが好きな人と好きに生きれ
る時代になりますように。

・

制度が充実するのは良いと思います。身近にLGBTの方がいないので、苦悩がわからないで
す。学校教育で啓発を進めると、思春期の頃は性に敏感なので、変に自己暗示する人も増えそ
うで、LGBTに悩む方を増やす気がする。どうやって理解を深めるべきか悩ましいですね。理解
を深めるべきとは思いますが。

・

少子化が進む、発展性がないなどという人もいるようですが、異性婚であっても子どもがいると
は限らず、まず子どもを育てたいと思えるような懐の広い社会でなければ意味がない。LGBT、
パートナーシップなど率先して認めてそれが普通である状態を創ることは社会として前向きであ
ると思います。

・

婚姻が不可の場合でも何かしらの証がある事によって救われる方もいる。また、法整備がまだ
まだ未熟ですので、相続や扶養、税金関係等も夫婦（家族）同然の扱いがされるべきだと思う。
その場合の責任、例えば夫婦であれば離婚などで発生する権利や補償等も守られるべきと思
います。

・
愛し合う二人ならば、普通に結婚できるようにするべきだと思います。たまたま望まない性別に
産まれただけで、愛する人と一緒になれる人権を取り上げられるのは、良くない。その点で「性
別」なんて形に縛られて、こだわり、否定する意味が、私には判らないです。

・
LGBTの表現では今は不十分ですし、個人を男や女と区分するのは見た目では判別つかない
世の中だと思います。憲法でも明示されていますが、国民は皆平等であり、諸外国から多くの新
しい価値観を吸収し、発信できる地方政治を望みます。

・
差別や不当な扱いなどを恐れて周りに言い出せずに苦しい思いをしていたり、そのことでパート
ナーと意見が合わずに関係にヒビが入ることがあると聞きます。差別的な考えを持つ人の意識
を変えられるような取り組みをして欲しいと思います。

◆施策・行政への意見（70件）
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・
千葉市や他の自治体独自のLGBTやパートナーシップ宣誓はとても良い事だと思うし、もっと進
めてあげて欲しいけれど、やはり根本的に国として法整備を進めて、全国民で認めてあげれば
良いと思います。

・
性別表記がなくなっていくなど、少しずつであるがLGBTの概念が浸透しつつあると思う。ただ政
策課題として優先順位が高いかはいつも疑問である。（アンケートのたびに毎回書いている気も
するが）

・
トランスジェンダーに関して、多額のお金を必要とする性別変更手術が実質的に保険適用でな
いこと、戸籍変更のためには性別変更手術が必須となっていることが納得しがたく思っていま
す。

・
行政が条例で制限を加えたり、教育現場で啓発を行うことは、思想・心情の自由に影響するの
でやめて欲しい。当事者のサポートや当事者団体の発信を行政が支援するのはあって良いと
思う。

・
LGBTの方々が大変でがんばっているのもわかるので暮らしやすいようにしてほしい反面。偽っ
て異性のトイレに入ったり異性にセクハラをする方々がいることをどうにかしてほしい。

・
なかなか「知識」だけでは接することが難しいので、地域交流の場を設けて「人」として触れ合う
場を設けるなどしないと何事もないようにふるまうことは難しいかもしれない。

・
森喜朗氏ような人が社会的地位を得続けている限り、変わりません。差別解消を本気で考える
なら、オリンピック競技実施都市として正式に抗議および退任要求をすべきです。

・
社会に出ると身なりも言動も自由度が広がるが、学校はわりと男女の区分けがはっきりしてい
て、特にトランスジェンダーの人が生きづらい環境になっていると感じる。

・
自治体によってLGBTの考え方や制度、取組みに大きく差があるので、国で統一できたら、人々
にももっと認知され住みやすい世の中になっていく思います。

・
隠すことでも言いふらすことでもないと思う。LGBTの中でも十人十色で、一括りにはできない。
困った時に相談に乗ってくれる窓口は必要だと思う。

・
世界的に見ても日本はまだまだセクシャルマイノリティへの偏見や認知が低いと思うので、行政
の観点からも向上に努めて貰えたらと思います。

・
やってますよアピールだけで内容が伴わないものでなければいいなと思う。法整備が整ってい
ないので仕方のない面はあるのでしょうが。

・
当事者ではないため、どれほど良いものなのかがわからないが、このような行政による体制整
備は、先進的な取り組みで良いと思う。

・
学校の制服(LGBT対応)や体操服(男女、学年共通)を配慮して欲しい。男女別、学年別の色分
けなどは教職員側の便宜上では？

・
本人たちは公にする気がない場合でも、制度がちゃんと整っているなら静かに過ごせるので
は？と思うので、法の整備が先だと思う。

・
基本的に本人の自由にすれば良いと思いますが、特に千葉市が率先して勧めなくてはいけな
いということはないと思います。

・
昔に比べれば法制度や行政支援は始められていると思う。本当に必要なことを行政にはやって
いってほしいと思う。

・
知的障害も発達障害も同じで一般に見え難く他人事から抜け出せない。もっと見える化すべきと
思う。

・
千葉市の取組は良い事だと思います。全国的に同じような取り組みが行われる事を願っていま
す。

・ それが社会的な部分にどう影響するか(行政がどう対応していくか)が明確になると良いと思う。

・ 市が制度を作り後押ししてくれるのはいいと思う。公的に認められているというのはかなり強み。

・ 法律や条例から性別による制限を設けるべきではない。LGBTという言葉の存在自体が差別。

・ 性別に関係なく一人の「人」として存在を認めてほしいので、そこのところを強調してほしい。

・ 早急に国がLGBTの存在を認識し人権を守り、必要としている制度を整備することを望む。

・ それぞれの個性、みんな違って当たり前、大袈裟に考えすぎないこと。しかし法整備は必要。

・ 本制度は、自治体によってまだマチマチだが、千葉は進んでいると思う。よいことだと思う。

・ LGBTの方への偏見は仕方がないが、困っている人の相談やアドバイスは必要だと思う。

・ 誰もがそのままの自分を受け入れてもらえる社会が望ましい。千葉市は意識が高いと思う。

・ 当事者の方達の願いを聞いて叶えて住みやすくしなければ、宣誓だけでは意味がないです。

・ やはり法律など確たるバックアップがないと周りへの認知説得理解が得られないと思う。

・ 異性同士の事実婚と同じ扱いで良いと思います。同性婚はどう読んでも違憲ですので。

・ 国が一般企業経営者へ強く指導してください。一般市民同士は偏見ありません。
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・ 目的が不明確、何を（改善？）するための活動？実施尾することで逆効果では。

・ 多様化の時代なので、このような取り組みをする、千葉市は進んでいると思う。

・ 老後の生活が孤独にならないように支援する団体があると良いと思います。

・ 弱者救済の方向性は確実に維持すべきであり千葉の取り組みは結構だ。

・ 行政で取り組んでいただけて、少しでも理解が進むといいと思います。

・ 行政機関がバックアップする支援制度はこれから絶対的に必要になる。

・ 行政では認めているのでは、普通の生活出来る様にできれば良い。

・ そもそも民法を改正させる動きを千葉県内連名で国に訴えるべき。

・ こうした制度をとっている千葉市に住んでいることは誇らしい。

・ 必要なことだと考える。今後は更に各種施策の推進が望まれる。

・ 早く日本内で同性同士の結婚が出来るようになって欲しいです。

・ これからもどんどん推進して、住みよい町にして欲しい。

・ 結婚と同様の公的支援が受けられるようになってほしい。

・ 行政が率先して行うのはこれから参考になると思う。

・ 先進的で、千葉市民として誇らしく思っています。

・ 国レベルでの制度が検討されることを望みます。

・ 法的手続きや制度を婚姻関係同様に認めるべき。

・ 各種申請書など全く対応できていないと思う。

・ 千葉市は積極的に取り組んでいると思う。

・ 結婚が性別問わず別姓ありとすればよい。

・ 得る周囲の理解が得られる環境の整備。

・ 法的手続きを婚姻関係同様に扱うべき。

・ 行政が積極的にやることはいいと思う。

・ 時流に乗るのはどうかと思う。

・ 婚姻同一の社会制度制定。

・ 婚姻制度の改革。
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・ よい制度、よいと思う（26件）

・

セクシャルマイノリティと言われるLGBTの方たちが、マイノリティとして特別に扱われるのではな
く、当たり前の存在として扱われる社会になって欲しいと思っています。（自分の身の回りにもそ
ういった方がおり、理解はされ始めているが、良くも悪くも特別扱いという境遇は変わらないと
言っていたため。）
そのための第一歩として、パートナーシップ宣誓制度の導入はとても良い取組みだと思います
し、自分が暮らす市が率先して取り入れていることに誇りを感じています。ですが、このパート
ナーシップ宣誓制度は通過点であり、最終目的としては、LGBTの方々の婚姻届受理を掲げて
取り組んでいただきたいと思っています。

・

11人に1人くらいの割合で、LGBTがいるのだから、もはやマイノリティとは言えない。きちんと結
婚、就職、養子縁組などの法整備を整えるべき。教育現場でLGBTについてきちんと教えるのが
1番社会に浸透させやすい。パートナーシップ宣誓制度は悪くないが、それがあることで、本来
の問題解決が遅れることがあってはならないと思う。例えば夫婦別姓では、通称名を使えるじゃ
ないかということで、肝心の夫婦別姓の話がちっとも進まない。パートナーシップ宣誓制度があ
ることで、肝心のLGBT関連の法整備が遅れてしまうことのないようにしてほしい。

・

LGBTだけでなく、すべての人が多様な性の当事者であると考える。そういった観点で次世代を
担っていく子どもたちへの教育等、理解を深める活動を進めていくべきである。同性・異性問わ
ず、誰かを好きになるのは至極当然のことであるため、パートナーシップ宣誓制度はあって当然
の制度であると感じる。だが、それが当たり前になっていない地域もあるため、制度があることを
誇らしく思う。制度があるだけでなく、それを利用して幸せに暮らせる人が増えるように周知を徹
底しなければならない。

・

LGBTという言葉を目にし耳にするようになり、世間の意識が高まっていると感じる。性の選択の
自由に関してある程度オープンになってきたと思う。当事者でないからかもしれないが、どんな
困難がありどんな制度があったら良いかというのか考えたことがなかった。パートナーシップ宣
誓制度がもっと認知され、また利点があるとよいと思う。

・

つい最近まで知らなかった。熊谷市長のTwitterで知りました。他の市町村で取り組んでいるとこ
ろも少ない制度だと思うので、もっと千葉市として全国に向けてもアピールすべきなのでは？と
思いました。年齢が高くなると最新のこういった情報は得づらいと思うので、地域新聞？とかそう
いうのでも広めると良いと思いました。

・

最近になって周知されるようになりましたが、今でも差別を受けたり不当な扱いをされている方
が沢山います。法的に夫婦になる事は出来なくてもパートナーシップ宣誓制度があればお互い
をより思い合い性別に囚われることなく生活出来ると思います。LGBTの人達が一番求めている
事は周りの人の理解だと思っています。

・

個人的にはLGBTとして認めてもらいたいという気持ちは微塵もなく、ただの一個人として、良い
意味で放っておいてほしいという思いがあります。なので、パートナーシップ宣誓制度は、同性
に限らず異性でも使えるのが良いと思います。誰でも使える制度を、使いたいと思った人が自由
に使えるというのが素晴らしいです

・

ここ数年で、全国的に増えてきている制度であるが、限られた地域(とくに大都市)でしか認めら
れておらず、生活圏が限られる。また、各自治体で認められていても、婚姻が認められている場
合との制度の充実度でいえば足りない部分もある。地方から国を動かせるように、少しずつでも
考えが広がればいい。

・

婚姻に近い形で行政が認証する制度はとても良いと思います。社会人として働いていると、結
局のところ行政からの公的な書面があるだけで話が進むことが多いと感じますので、ぜひ行政
から積極的に対応を進めて頂きたいと思います。そんななか、渋谷区の制度しか覚えていませ
んでした。すみません。

・

千葉市でもパートナーシップ制度を取り入れていたのは知らなかった。日本ではまだ取り入れて
いる地域が少ない事・まだ差別的な事も多いので、わざわざ海外へ行って生活している方もお
見かけするので、もっと法律がいい方向へ改善する事を願うし、自分達も知識を持つ事は大切
だと思う。

・

制度の名前は知っていましたが、具体的な事は良く分かりません。証明により、何が変わるの
か？例えば、婚姻届と同等の効力が有るものなのか？その証明によって、一般企業での待遇
がどれ程変わるのか？制度を作っても、雇い主や住宅等の貸主等への周知がもっと必要と思
います。

・
LGBTだけにとどまらず、内縁の妻等々に関しても、いざという時に認められていないと意味がな
い。パートナーシップ宣言制度どれだけの効力があるのかわからない。病気になったり、相続
だったり、なにかの行政手続きの際に、スムーズにいかなければ意味がないと感じている。

・
現在パートナーシップ宣誓制度を取り入れている市区町村がいくつかあるようだが、いきなり国
レベルで同性婚を認めるにはまだまだ時間がかかりそうなので、まずは全ての市区町村、そし
て都道府県と、ボトムアップで同性婚に関する制度を整えていくのがいいのではないか。

◆パートナーシップ宣誓制度に関する意見（202件）
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・
中学時代に友人からカミングアウトされました。私自身は何の偏見もありませんでしたが、昭和
の頃でしたからさぞかし肩身は狭かったと思います。パートナーシップ宣誓制度は個人的に利
用していますが、とても良い制度だと思います。日本全国で採用されれば良いですね。

・
上手く言えないのですが、紙の上の事なのかも知れないけれど、それでも一緒に生きていくと言
う気持ちの宣誓が出来るのは、お二人にとっても良いことだと思います。そして、LGBTの方々へ
の偏見もなくその人の内面と個性を見てあげるのがいいと思います。

・
私は市長のTwitterからこの取り組み知りましたが、そうでない人は情報に触れる機会が極めて
少ないと思います。市政だよりなどにも紹介されていましたが、興味がない方は読まないと思い
ます。もっと人の目や耳に触れやすい活動が必要だと感じます。

・
一般的に婚姻届けを受理してもらえないカップルは、きっといろいろな不安や悩みを抱えている
と思います。そこに市が証明してくれる制度があればお二人の気持ちにゆとりが生まれるので
はないでしょうか。現代に合ったとても素晴らしい制度だと思いました。

・
現状世代や環境によっては、嫌悪感を持つ人がいる問題なので0or1では片付かない事だと思
います。LGBTもひとつの性別だと認める社会風潮を作る必要があるかと思います。パートナー
シップ宣言制度は周知の意味からも良い制度だと思います。

・
居住地域に関わらず、パートナーとの関係性が認められてほしいです。千葉市はパートナー
シップ宣誓制度をとっていますが、とっていない市町村の方が多いかと思います。権利を得よう
とすると居住地が制限されてしまうのは不当と思います。

・
制度が存在することを知りませんでした。同性・異性を問わずパートナーシップ宣誓を認めるこ
とはLGBTに限らず婚姻関係を結べない様々な人々にとって有用だと思います。市の先進的な
取組として広く周知していただきたいと思います。

・
パートナーシップ賛成制度があることは知らなかった。もっと大々的に知ってもらえると、「それな
あに？」というところからLGBTに興味を持ってもらえるかも知れない。まずは理解してもらう前
に、知ってもらうことだと思う。

・
LGBTについては、すこしずつ理解と環境整備が進んでいくものと思います。その意味でパート
ナーシップ宣誓制度は、今は宣誓する側にも勇気が必要かもしれませんが、行政側が変わり始
める契機となってもらいたいです。

・
前職にLGBTの方がいた。会社も理解や制度がありパートナー登録し、行政的にも渋谷区に
引っ越して正式に認めてもらっていた。千葉市にも制度があるのが誇らしいと思う。現在の会社
は理解が甘く残念に思う。

・
そもそもLGBTという言葉がなくなるくらい、人それぞれ自由にパートナーを作れたらいいと思い
ます。パートナーシップ宣誓制度はあることを知らない人もいると思うのでもっと周知した方が良
いと思います。

・
周囲に本当の意味で認めてもらえるか、という意味では表面上のみで余り意味はないと思いま
す。ただ、当事者の方がそれによって少しでも気持ちが安定するというのであれば、意味はある
のかなと思います。

・
婚姻とは違う。一部では認めてもらえても、重要なところで意味をなさない。例えば病院、相続、
職場等ではまだまだ高い壁がある。オープンにするリスクを考えると、制度が中途半端すぎて踏
み込めない。

・
自治体によって「パートナーシップ宣誓制度」を導入したというニュースは知っていたが、千葉市
で導入されていたのは知らなかった。LGBTの方々にとって安心して暮らせる一助になるのでは
と思う。

・
性での差別だけを解決すればいいのではなくLGBTを含めた全ての性差別を無くすべきだと思
う。またパートナーシップ宣誓制度はその差別を無くすための1つの制度でとても良いものであ
ると思う。

・
差別の緩和や、自己実現のしやすい社会作りへの1歩としてはとてもよいと思う。結婚制度全般
に言えることですが、他人と家庭を組むメリットを広げる役割としてもっと進化してくれたらいいか
なと。

・
いろいろなカップルにいい制度だと思いますが、結婚のように法的拘束力がないので、もし別れ
てしまったら離婚より簡単な分、責任も問われにくいので、結婚と比べてしまうと軽いように感じ
ます。

・
先日、千葉市が横浜市と提携してパートナーシップ宣誓制度を利用した方の引越し手続きの簡
素化を行ったと知りました。他の自治体とも協力し、どんどんその動きを進めてほしいと思いま
す。

・
パートナーシップ宣誓制度を実施していて素晴らしいと思う。男女で得られている権利をパート
ナーシップを結んでいる人たちにも同じように使えるよう整備していく必要があると考えている。

・
様々な理由で、婚姻届の提出ができない環境の人にとって、パートナーシップ宣誓制度は、社
会生活を行う上で有効な制度だと思うので、広報などで広く理解を深めると良いと思います。

・
パートナーシップ宣誓があることで、自分の存在が認められたように感じる事ができると思う。社
会に受け入れられた安心感を得ることができる気がするので、いい制度だと思う。

・
今までは方法としては養子縁組ぐらいしかなかったと思う。パートナーと認めてもらいたい人に
とっては、養子縁組ではなく、こういった制度の方がふさわしいのであろうと思う。
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・
LGBTについて周囲が理解することが大事だと思うので、特別視しない、偏見のない環境作りを
進めるべきです。その中で宣誓制度は周囲が認めたことを示す一つだと思います。

・
パートナーシップ宣誓制度は素晴らしいと思います。住居を借りる時や病院の手続き、そして亡
くなった時の手配もパートナーが出来るようになれば良いといつも思っています。

・
なにもないよりはマシだが、パートナーシップ宣誓制度はあくまでも一時しのぎである。いつか同
性婚が法的に認められ、こういう制度が必要なくなる日が来るといいです。

・
LGBTの方のパートナーシップ宣誓制度はあまりやっている市町村は少ないため、良いと思う。
これをもっと広めて市民のLGBTに対する理解も深まるといいと思う。

・
他の市や区でもパートナーシップ宣言をやっている所もあるが、宣言をすることによって、なにか
不利益がある訳ではないと思うのでのっと積極的に行ってもいいと思う。

・
良いと思う。そういった制度があることで、LGBTに偏見を持っていた人たちにも、自分たちの考
えの方が狭く古いものであると気づくきっかけになると思うから。

・
「婚姻」ではなく「パートナーシップ宣誓」な所が「籍を入れたい訳では無い」人にもニーズがあっ
ていいと思う。(LGBTでも婚姻届が出せればもっといいのでは)

・
パートナーシップ宣言しらなかったです。ですが、知らなくても当たり前にそのような制度がある
と個人がそもそもの認識を持てる社会になるといいな、と思います。

・
年齢を重ね、配偶者と離婚や死別で独り身となった高齢者の方々がこのような制度を利用し、
一緒に生活をすることで孤独死などをふせぐことができて良いと思う。

・
将来的に同性婚が認められるまでの同等の手段として国が認めるべきであると思う。それを宣
誓するか否かはヘテロセクシャルに対する婚姻選択と同じ権利である。

・
それをするのが他人であれば、何も文句はない。仮に自分の子供たちがしたいと言ってきたら、
愕然としてしまうかもしれない。やはり、自分は古い考えなのか。

・
市としてパートナーシップ制度を作っても、命に関わる緊急時や遺産相続などの権利がないた
め、形としてあってもあまり意味がないような気がする。

・
LGBTを含め、生き方の多様性そのものを尊重するより包括的な宣誓制度へと改定することで、
さらに多くの人の共感を得られると思います。

・
事実婚であったり、夫婦別姓で暮らして行く事を選択した人達にとっても、相続等いろいろな面
で考慮される制度になっていけば良いと思います

・
千葉市のパートナーシップ宣誓制度を歓迎、高く評価している。今後LGBTQ当事者で公表する
リーダーが生まれる世の中になってほしい。

・
市が宣誓を認める事により、生活しやすくなるのであれば良いと思います。それに伴い回りの理
解も得られるようになるといいですね。

・
人間同士なかなか信頼出来る事も出来ず、独り身でいるのが自由で良いという時代、パート
ナーシップ宣誓制度はとても良いと思います。

・
千葉市にパートナーシップ制度があることはとても嬉しいです。全国的に広まってほしいし、いず
れは結婚もできるようになってほしい。

・
身近にいないので、よくわからないが、宣誓制度はよいと思います。婚姻届けと同じ役割を理解
できない方にはどれもむずかしいかな？

・
パートナーシップはいいと思うが、やはり病気など遺伝子などが関わってくることもあると思うの
で、婚姻関係などは慎重になるべき。

・
千葉市で制度を実施しているというのは大変有意義なことです。いずれは国でも同性婚が認め
られれば素晴らしいことだと思います。

・
必ずしも結婚、婚姻という形を取らなくても、病院などで家族として認められるためには、そのよ
うな制度はなくてはならない。

・
当事者が表明するのは、まだ、なかなか難しい世の中だとは思うが、そんな中で宣誓制度が出
来たのは、大きな前進だと思う。

・
制度自体に意見はないが、制度を利用した二人が、民間企業のサービス類を身内と同等の扱
いをしてくれるか否かが問題かと。

・
パートナーシップ宣誓、自分が使うことはなさそうだが、これで幸せになる人がたくさんいるので
良い制度だと思っている。

・
当事者です。パートナーシップ制度ができたことは素晴らしいと思います。今後は相続のことも
考慮して改正して欲しい。

・
法律上の婚姻とは異なるけれど、市が証明してくれる制度は、当人たちにとっては少し心強い
のではないかと思います。

・
行政が多様な人々の存在を認めようとする宣言は非常に大事。皆が千葉市民で良かったと思
える施策のひとつだと思う。

・
宣誓を証明しても法律的に保障されないのでは？夫婦別姓がなぜいつまでたっても法律的に
認められないのか不思議。

・
名前は知っているがどのようなメリットがあるのかなどはわからないので、そういったところを含
め周知してほしい。

・
良いことだと思います。パートナーを法律で認められず辛い思いをされている方々が幸せにな
れる制度だと思います。
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・
自分の住む市にパートナーシップ制度があるのは嬉しく思います。県内、全国に広がって法律
が変わって欲しいです。

・
法的な権利が認められていない状況では、あまり意味を成さない思う。法制度の整備を政府に
働き掛けた方がよい。

・
パートナーシップ制度はいいと思う。適合手術を受ける前の男性が女子トイレ、女子更衣室など
を使うのには反対。

・
知らない人が多いので、もっと広報活動をするといいと思う。宣誓制度があっても法で守られて
いるかは疑問です。

・
もっと市民に、宣誓制度があることをアピールしたほうが良い。ホームページのトップにあれば
目につくと思う。

・
パートナーシップでは効力が低いと思う。やはり法的に結婚と全く同等の扱いでないのなら意味
が無いのでは。

・
ただのパートナーとしての宣言なら何も問題ない。生活を共にするのはシェアパウスとなんらか
わならい。

・
とても素敵な制度だと思います。夫婦と同じくらいの法的な意味を持っていると更に良いかなと
思います。

・
当事者にはとても良いと思いますが、法的根拠が弱く上記にあった問題点の解決には至らない
と感じる。

・
せっかく作った制度なのに市民に知られていない気がする。もっとアピールしたほうが良いと思
います。

・
公的な証明という意味で意義があると考える。企業や会社などで正式な証明として利用してもら
いたい。

・
パートナーシップ宣誓制度は市長のFacebookで知りました。もっと周知する必要があると思いま
す。

・
制度を利用することで、法的にメリットが与えられるのかが不明だが、広く知られて理解されると
よい。

・
現行のパートナーシップ宣誓制度よりもっと進んで、婚姻関係と同レベルの関係となるようにす
べき。

・
良いことではあるが、異性パートナーと同じように、婚姻関係になれることが1番望ましいので
は。

・
病院入院時の緊急連絡先・身元保証人等の制限を解消して配偶者・親族扱いにしてやってほし
い。

・
パートナーシップ制度で何が保障されるか具体例を知らないので知る機会があればいいと思
う。

・
本市の宣誓制度が千葉県全体の制度へそして全国の自治体へ普及すればいいと思われま
す。

・ 千葉市もパートナーシップ制度があって良いと思いました。もっと認める事が増えると良いです。

・ パートナーシップ宣誓制度があることで、LGBTの方には生活しやすいのではないかと思う。

・ もっと千葉市にもこの制度があるということを色々な年代にお知らせする方法を考えてほしい。

・ 千葉市にはパートナーシップ宣誓制度があることを知りとても素晴らしい試みだと思いました。

・ 婚姻というパートナーに縛られず、共同に生活していく一つの手段としてとてもいいと思う。

・ 宣誓制度は一歩前進ではあるが、やはり法的な効力を持つように制度を構築すべきだと思う。

・ 無いよりは良いが、実際そんなにメリットがあるのかな？と思う。異性間の結婚とは程遠い。

・ 宣言を証明するだけでは何も効力がないのでは。同性の入籍認める必要があると思います。

・ 市の宣誓を証明を受けた場合のメリット、何かスムーズに進められる事が増えるのか？

・ 良いことだと思うが、わざわざそんなことをしなくてもいい時代が来ることを願う。

・ 渋谷区は有名ですが千葉市もパートナーシップ制度があることを知りませんでした。

・ 千葉市がパートナーシップ宣誓制度を決めたのは自治体としては進んでいると思う。

・ 比較的早く導入していて、好感がもてた。もっと社会的にも認められていいと思う。

・ 両生の合意を持ってのみ成立する、それを援護射撃してあげるのは良いと思います？

・ 個人の性的立場を尊重する制度を打ち出していることはとても良いと思います。

・ 申請した人に、抵抗なくするつもりではあるが、意識はしてしまうかもしれない。

・ 制度は、良いと思いますが、離婚があるように、別れる時は、どうなるのですか？
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・ すごくいいことだと思います。LGBTの方の権利取得に大きく貢献すると思う。

・ 他で行われているのは知っていたが、千葉市でもやっているのは知らなかった。

・ 身近にいないので関心がない。宣誓で理解できるなら方法としては良いのでは。

・ 個人個人の人権が尊重されることは、重要だと思うので、良い制度だと思う。

・ 特権にならず、権利も得られているので、ちょうど良い制度だと思います。

・ 全国的にも早い段階で制度を導入したことは評価されるべきことだと思う。

・ まだまだ偏見がある中、一部の方しか利用できないのではないかと思う。

・ 未だ未だ難しいことが多いけれど、認知度を上げるには良いと思います。

・ 市だけではなく、県や国もこのような制度を作るほうがいいと思います。

・ 宣誓をしたら法的に有利になることはどういうものがあるのでしょうか。

・ その制度を結婚と一緒なものには、どのような課題があるのか考えたい。

・ 家を借りたりするのがやりやすくなるなど、メリットが多いと思う。

・ 市が性別問わずパートナーを認めることは、大変良いことだと思う。

・ 多様性が尊重される世の中になりつつあると感じられていいと思う。

・ 進んでいると思う。知り合いにそういう方がいるので紹介したい。

・ 面白いと思います。しかし、市民権を得られるかどうか疑問です。

・ 評価されている試みで、引き続き制度を拡充すべきと思います。

・ その本人が精神的に楽になるのであれば、いい制度だと思う。

・ それをきっかけに転居してきた方もいるのでいいと思います。

・ 婚姻という法律を補完する上で重要な仕組みだと思います。

・ 宣言をしたところで、生き難いことは何も変わっていない。

・ 性別関係なくパートナーとして認めて貰えるのはうれしい。

・ 宣誓しなくてもよい時代がくるとよい、と思う。今は必要。

・ 素晴らしいと思います。他の自治体も見習って欲しいです。

・ そういう方には精神的に明るくなり嬉しい制度だと思う。

・ 公的に認められる書類がはっこうされるといいと思う。

・ パートナーシップ宣誓制度、とてもよいと思います。

・ 宣誓するだけの制度なら、ないのと同じだと思う。

・ 良いと思うがもっともっと考えるべきだとは思う。

・ 宣誓したら、婚姻と同等の権利を与えるべきです。

・ 当事者に評価されているのであれば有益だと思う。

・ これからの時代、とても必要な制度だと思います。

・ 同じように、入籍手続きはが出来るのでしょうか？

・ 別に宣誓は要らない。変に思う人が多いのでは？

・ 婚姻届けを出せない方には良い事だと思います。

・ 市が証明しても法的効力が無ければ意味がない。

・ 法律上の変化は無いが良い試みだと思います。

・ 宣誓することでのメリットがよくわからない。

・ カリフォルニア州と同じ制度にしてください。

・ 本人達が望む選択肢の一つとして良いと思う。
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・ パートナーシップ宣誓制度、良いと思います。

・ 行政が認めてくれるのは良いことだと思う。

・ これと言って思うことはないがいいと思う。

・ この制度が広く周知されることを望みます。

・ 制度なら使いたい人が使えばいいと思う。

・ いいと思うけど、なにかよくわからない。

・ パートナーシップ制度は普及してほしい。

・ 多様性が認められる社会の1歩だと思う。

・ 本人の意思を尊重できるので良いと思う。

・ 世界的に見てもいい取り組みだと思う。

・ 理解を深める良い取り組みだと思う。

・ そこまでの必要があるのか疑問です。

・ 法律婚と同じぐらいに認めてほしい。

・ 小さな一歩ですがいいと思います。

・ とても良い取り組みだと思います。

・ 宣誓制度のメリットがわからない。

・ 世の中の進歩だから良いこと。

・ 難しいと思うが大きないっぽ。

・ 非常に良い取り組みだと思う。

・ 先進的な取り組みだと思う。

・ 婚姻制度と同等にすること。

・ まだ不十分な制度だと思う。

・ 法的権利を付帯するべき。

・ とっても“イイコト”！！

・ 宣誓制度は良いと思う。

・ 無いよりはいいと思う。

・ 堂々とやるべきです。

・ 必要なことだと思う。

・ 促進すべきだと思う。

・ 少し前進だと思う。

・ すぐに廃止すべき。

・ 素晴らしいと思う。

・ わかりやすい説明。

・ 必要なし。

・ 反対。

・

性癖に税金を使い理解を広めていく必要はない。それならアニメの主人公しか愛せない人は？
ペドフィリアには支援しないの？はるな愛は本名の大西賢示の名前を出して笑いをとりとても辛
そうには見えません。私のまわりにもLGBTと言いながらそんな人達ばかりです。はっきり言いま
すが単なる性癖です。性癖に理解を示せと強要する世の中の方が恐ろしいと思いますが？

・
私はLGBTではないけれど、旦那（アメリカ人）の友人はいるそうです。別に何の偏見もないし、
何にも思わない。そういう性格の人というだけ。その人を特別扱いする必要ないと思うし、その
人も別に特別扱いされたくないのでは。最近あまりにも配慮しすぎ。

◆配慮は必要ない、または反対という意見（7件）
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・
LGBTだから特別に制度を作るとかすることが、逆に差別につながったりするのではないか？
LGBTの方を特別視することはないと思います。同じ人間なんだから。

・
これに注力するよりも他に優先すべきことがあるように思う。こどもの医療費負担金額があがっ
ているなか、これにお金をかけることの納得性が低い。

・
理解はするが優遇する必要無し。パートナーシップ制度に関しても本当かどうかの判別ができ
ず、保険金詐欺の温床になる。

・
そのような人がいることは踏まえつつ、迫害や不利になることは避けるべきだが、特別扱いする
必要はないのでは。

・ 必要ない。こういったことでLGBTが普通のことでなくしてる。

・ 分からない（6件）

・
LGBT問題も根本を考えたとき、自分と他人それぞれの基本的人権を尊重すると言う一点が如
何に難しいかって問題に行き着くと思っている。

・
本人が公表しなければ分からない場合が多く、周囲が何気なくかける言葉にも傷つくと聞くとと
ても難しい問題だと思う。

・
本当のところは、実際に出会ったことがないので（隠しているののか・感じないのか）実感として
分からない。

・
ものすごく難しい。本人たちの気持ちや考え方は分かるが、周囲の理解と考えると得られないの
ではないか。

・
自分の中では理解できないが、時代の変化とともに、あってもいいと思うし、認めてあげたいと
思う。

・ 身近にいないので、正直わからないし、接し方もわからないが、応援したいという気持ちはある。

・ 頭では理解していても、私自身も余り肯定的だとは思っていないのを申し訳ない気持ちでいる。

・ 当人は苦しんでいると思うが、実際近い人がそうであった時にどうしたらよいかわからない。

・ 難しい問題です。LGBTの方々からどのくらい支持されるかはわかりません。

・ LGBTは不自然なことだと思う。不当な差別はいけないが理解はできない。

・ 新聞での知識はあるが身近にそういう人がいないのでコメントできない。

・ そういう人々がいることは理解出来るが、まだ他人ごとではある。

・ 身近な事例、体験がないので実感としてとらえられない。

・ 表面上、理解しているつもりですが、良くわかりません。

・ いたずらに騒ぐと予期せぬ炎上を招くのでむずかしい。

・ 自分自身の考えが世の中の動きについて行けない。

・ まだ遠い存在なので具体的にコメントできない。

・ LGBT内容が良く知らない。初めて聞いた。

・ バイセクシュアルについては理解できない。

・ 個人の自由だと思うので、特に考えはない。

・ 身近にいなかったので想像がつかない。

・ 該当者ではないので何とも思わない。

・ 関心がなかったのでわからない。

・ あまり興味を持たなかったです。

・ あまり興味がありません。

・ むずかしい問題。

・ 答えが難しい。

・ 全く興味なし。

◆分からない、理解できない、難しい、考えたことがない、など（34件）
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・
タイで事務所長していた時部下に男なのに女子のようなのがいた。オカマで女子トイレに入る。
仕事は普通なので女子の番長によく説明して働いてもらっていたので違和感はない。

・
男女の夫婦より 別れる人が多いように思います。現実的には、子供がいないからかも知れな
い。

・ 本物のLGBTと勝手に思いこんでいる人をしっかり分ける基準が必要ではないでしょうか。

・ マツコ・デラックスさんが千葉市の出身ですから何かPRに起用してはいかがでしょうか。

・ 他者に対する多様性を認めることは、自然に対する多様性を認めることに通じる。

・ テレビで公認され、放送されているので、よろしいんじゃないでしょうか。

・ 男と女の2種類しかないのだから、それ以上でもそれ以下でもない。

・ 当事者と思った方々がすることなので、格別の意見はありません。

・ 社会人としてきちんと振る舞えれば性的嗜好は関係無いと思う。

・ LGBTの人にとっては、生活しやすい間地であるとこ目安になる。

・ 3回目のアンケートなので、これ以上書くことはありません。

・ 個性を認めるダイバーシティ、『同じ』を求めない。

・ LGBTの人達の振る舞いが大事だと思う。

・ 子供が作れないから日本のためにならない。

・ 社会の反応が、少し過激の様なきがする。

・ 本人が良ければいいのでは。

・ これから、勉強します。

・ これから読みます。

・ 世の中のトレンド。

・ ご自由に。

・ 市が。

・ 意見なし（18件）

◆その他（39件）
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